
住吉大社を背景に描かれた万徳丸の絵馬（吉本善京筆）文化 8(1811)年奉納

寶福丸の絵馬（杉本勢舟筆）天保 2(1831)年奉納



兵庫沖を航行する満載の國福丸と國栄丸（左の２隻、満載）及び澪標が立つ木津川河口を出

港する國徳丸（空載）を描いた絵馬 天保 2(1831)年奉納

虎福丸（左、空船）と福神丸（右、満載）に加え、漁をする人々や陸上の人馬が生き生きと

描かれ、写実的であると同時に絵画としても優れためずらしい絵馬 文化 14(1817)年奉納



白山丸（左、空船）と永福丸（右、満載）万延 2(1861)年奉納

八幡丸（左、空船）と慶永丸（右、満載）吉本善京筆



辰吉丸 大坂船絵師 吉本善京の落款がある

八幡丸 弘化 2(1845)年 荒川屋弥作が建造、明治 28(1895)年に加納作五郎が修繕とある


